
令和３年度第１回奈良県教育サミット

日時 令和４年１月２８日（金）

１３：３０～１５：００

場所 奈良県コンベンションセンター

コンベンションホールＣ

〔次 第〕

１ 開 会

２ 資料説明

１）ポストコロナ期の新たな学びの在り方について

（１）教育ＤＸの推進によるSTEAM教育について （県教育長）

（２）対話型授業の事例発表 （県立青翔中学校・高等学校長）

２）スーパーシティ構想における教育振興について（文化・教育・くらし創造部長）

３ 質疑応答

４ 総 括

５ 閉 会

☆配付資料

資料１ 教育ＤＸの推進によるSTEAM教育について

資料２ ＩＣＴを活用した授業実践について

資料３ 大和平野中央プロジェクトからスーパーシティ構想へ

（R3.11.5開催：大和平野中央スーパーシティ構想コンソーシアムキックオフ会議資料）



ポストコロナ期の新たな学びの在り方について

教育DXの推進によるSTEAM教育について

奈良県教育委員会

資料１



1 はじめに

【自己肯定感や学習に取り組む態度等に関する項目】【新型コロナウイルス感染症の影響に関する項目】

～令和３年度全国学力・学習状況調査における質問紙調査からみる本県教育の状況について～

生徒質問紙調査（中学３年生）学校質問紙調査（中学校）

学校の全部を休業していた期間中、家庭学習としてど
のようなものを課していましたか。（肯定的回答の割合）

奈良 全国

学校が作成した学習動画等を活用した学習 49.0 26.7

同時双方向型オンライン指導を通じた学習 22.0 7.4

次のようなコンピュータ等のICT機器を活用した取組
をどの程度行っていますか。（肯定的回答の割合）

奈良 全国

教職員と生徒がやりとりする場面 56.0 41.5

生徒が一人で活用する場面 68.0 62.6

質問項目（肯定的回答の割合） 奈良 全国

自分には、よいところがあると思いますか 71.6 76.2

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦してい
ますか

61.4 65.9

質問項目（肯定的回答の割合） 奈良 全国

１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向
けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか

76.4 81.0

学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考
えを深めたり、広げたりすることができていますか

67.3 77.8

【ICTを活用した学習に関する項目】

ポストコロナ期の新たな学びの方向性

学校での I C Tの活用は進んできている。 子どもの自己肯定感等に課題が見られる。

１

ICT教育の更なる推進

現代社会に求められる資質・能力の育成



２ 教育DXの推進によるSTEAM教育について

遠隔・オンライン教育
の推進

学 校 の デ ジ タ ル 化 ・ ク ラ ウ ド 化

CBT（Computer Based Testing）

の活用の推進

ＩＣＴ教育の更なる推進

教育データ等のデジタル化や校務のICT化

教 育 D X の 推 進 S T E A M 教 育 の 実 施

子どもの学び方の刷新

「学ぶ力」「生きる力」を育む「本人のための教育」の推進

社会で求められる資質・能力の育成

自ら考え、探究するといった「学ぶ力」

２

教科等の枠にとらわれないカリキュラム

自己肯定感やコミュニケーション力等の「生きる力」



２ 教育DXの推進によるSTEAM教育について

STEAM教育

Science（科学）

Technology（テクノロジー）

Engineering（工学）

Arts(Liberal Arts) （芸術や人文科学）

Mathematics（数学）

３

教科等横断的な視点に
立った教育課程

課題解決学習を中心とし
た学び

各教科等の枠にとらわれず現代社会で求められる力を身に付ける教育

各教科等で身に付けた資質・能力を生かした探究的な学習活動の充実



２ 教育DXの推進によるSTEAM教育について

教科等横断的な視点に立った
教育課程の編成

課題解決学習を中心とした学び

〇「カリキュラム・マネジメント」
の充実

〇「柔軟な教育課程」の編成

〇「対話型授業」への質的転換

〇「知的好奇心や探究心を引き出す
授業」の推進

STEAM教育で育成を目指す資質・能力や探究
的な学習活動の充実

「総合的な学習の時間」を核として、「国
語」、「数学」などの教科の枠組みを超え、

自ら考え、探究する力である「学ぶ力」
を育む

スタディ・ログ等を教員の指導や子どもの
学習に活用

多様な価値観をもつ他者との対話を通して、
新たな学びを生み出す授業へと質的転換を

図り、「生きる力」を育む授業を実施

４



２ 教育DXの推進によるSTEAM教育について

大学・企業・地域との連携

S T E A M 教 育 の 推 進

子どもが、現実の社会と自分との関わりの中から課題
を見いだすことが必要

SDGsなどの社会的な課題等についての先進的な取組に
ついての学びが不可欠

SDGsなどの社会的な課題や現在行われている取組について学
ぶ機会の充実を図る

５



課 題 解 決 学 習 を 中 心 と し た 学 び

「学ぶ力」を育む教育課程

教 科 等 横 断的な 視 点 に 立った 教 育 課 程の編 成

「
本
人
の
た
め
の
教
育
」
の
推
進

「カリキュラム・マネジメント」の充実
「 柔 軟 な 教 育 課 程 」 の 編 成

「 対 話 型 授 業 」 へ の 質 的 転 換
「知的好奇心や探究心を引き出す授業」の推進

「生きる力」を育む授業

S T E A M 教 育 の 推 進

大学・企業・地域との連携
６

２ 教育DXの推進によるSTEAM教育について



1

ICTを活用した
授業実践について

奈良県立青翔中学校・高等学校

対話型授業の事例発表

御所市にあります

学校の所在地
青翔中学校・高等学校について

学校の沿革
青翔中学校・高等学校について平成1６年 全国初の理数科単科高校として開校平成２６年 併設中学が開校 第１期生４０名入学平成２９年 高等学校の募集停止この年より第４期生８０名（2クラス）入学令和３年 中学校６クラス・高校５クラス 計１１クラス令和4年 中学・高校全て各学年2クラス 計１2クラス

青翔中学校・高等学校について

全国初理数科単科高等学校
奈良県立初併設型中高一貫教育校

開校のコンセプト(ミッション)
青翔中学校・高等学校について

奈良県中南部地域の
理系進学拠点校

文部科学省から
SSH校に指定されて11年目

青翔中学校・高等学校について

第1期 H23～H27(5年間)
第2期 H28～R2(5年間)
第3期 R3～R7
今年度より第3期目がスタート

Administrator
テキストボックス
資料２
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進路実績(R3.3卒業生３１名)
青翔中学校・高等学校について

《国公立大》
京都大１、大阪大２、神戸大２、
北海道大１、広島大、岡山大１、
三重大１、愛媛大(医)１、和歌山大
２、京都工繊大１、北見工業大１、
兵庫県立大１、奈良県立大１

進路実績(R3.3卒業生３１名)
青翔中学校・高等学校について

《私立大》
同志社大、関西大、関西学院大、
近畿大、京都産業大、龍谷大、
甲南大、畿央大、天理大、摂南大
他

今年度から特に力を入れている点
青翔中学校・高等学校で☆「主体的・対話的で深い学び」の視点からの
授業改善☆一人一台PCを見据えた
授業改善

ICTを活用した授業例①
高校１年理科(生物基礎) [約５分]

Google Jamboard
Google form

Google Jamboard とは
電子ホワイトボード

生徒側PCにも教師側PCにも
あり、内容が共有される

★双方向 ★対話型

←教師PC、
電子黒板

生徒PC→



3

Google ｆorm とは
フォーム作成ツール

（例）アンケート作成
→小テスト、振り返り
生徒の個々PCの内容を
教師は瞬時に集計できる

★双方向 ★対話型

Google ｆorm の例
授業の振り返り をさせる

←生徒PC
の画面

（中井T授業動画）

ICTを活用した授業例②③
中学１年数学 [約６分]

②Geogebraを使った授業
Google form で振り返り

③Jamboardを使った授業

（細田T授業動画）

まだまだ模索中だが・・・
今まで以上に対話的な授業を！

ICTを活用した授業

ICTを活用することで
生徒と教師との対話
生徒どおしの対話

をよりスムーズに
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